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風水害（台風や大雨）の記録

● 佐賀県は災害の中でも特
に風水害の多い地域

● 佐賀市の鍋島地区では、
鍋島小学校校区自治会が
過去の水害記録をまとめ
た写真集を作成

https://www.saga-s.co.jp/articles/-/772160
「佐賀新聞」2021年11月22日



スマートフォンで水や地形情報を重ねて見比べたい

● 水害に関する石碑などの文化遺産の位置
● 水に関係ありそうな地名
● 整備前の元々の地形
● ハザードマップ



課題その1 過去のデータは簡単に入手しにくい

実際にデータを探すと...
● 自治体の報告書など過去の水害記録

のほとんどは、紙のまま
● 水に関係ありそうな地名などは昔の

地名から独自に調べる必要がある



課題その2 有名地理情報入力・可視化サービスは正直敷居が高い

地理情報の可視化サービスは汎用的で高機能
● GISに慣れていない人には学習コストが高い
○ 飛び入りや軽い気持ちでデータ入力に

参加できない
○ グループで使い勝手や見せ方をカスタマイズ

しにくい



Webアプリ「佐賀水歴史マップ」を試作

● 古い資料から地理データをフォ
ーム入力→可視化

● 国土地理院などが公開している
オープンデータ＋自分達が作っ
たデータを重ねる
→データセット間で比較



「佐賀水歴史マップ」の仕組み

Google Sheets APIで
Googleスプレッドシート
にデータを蓄積
Leafletで読み出し

DATA

データ蓄積

データ反映

操作画面

入力フォーム



試作アプリを使って5-6名（飛び入り参加含む）で
延べ1日で作業終了！

1. 佐賀県防災士会による
報告書「佐賀県の災害
歴史遺産」77件

2. 人文研
「歴史地名データ」

（全国の古い地名と位置情報）
→地名に水に関わる部首や
造りがあるレコード400件

「佐賀県の災害歴史遺産」



作成したデータに重ねるオープンデータ
1. 現在の地図：電子国土基本図
2. 浸水ハザードマップ
3. 整備前の地形：治水地形分類図
4. 水害関連の地物：自然災害伝承碑
5. 昔の地名：歴史地名データ
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（データ引用元はGithubなどを参照ください）



まとめ1 佐賀水歴史マップの公開

公開した地図の外観
（画面右上のツールチップから選択）



まとめ2 Githubでソースコード公開

● 引用元を添えればど
なたもプログラムを
アレンジできます

● グループで簡単に緯
度経度を含むデータ
を入力できるウェブ
アプリを作れます

https://github.com/nikolito/
saga-water-history



まとめ3 佐賀水歴史マップ

古い資料をまとめて
視覚的に表示できるような
Webアプリを作成した

過去と現在の災害状況を
比較することで、
● 都市開発前後の災害発生状況
● 治水工事の経緯と効果
などが可視化された

佐賀県の災害に関する史跡の分布状況（2022年1月時点）→
緑マーカー：佐賀県の災害歴史遺産のデータ
青マーカー：国土地理院の自然災害伝承碑のデータ


